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公開草案 ISSB/ED/2025/2/BCは、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）が公表したもので

ある。 

注意書き：適用される法律が認める範囲で、ISSB 及び当財団は、本公表物又はその翻訳から生

じるすべての責任を、契約、不法行為、その他いかなる者に対するいかなる性質の請求又は損害

（直接、間接、付随的又は結果的な損害、懲罰的賠償、罰金又はコストを含む）に関するもので

あれ、明白に拒絶する。 

本公表物に含まれている情報は、助言を構成するものではなく、適切な資格を有する専門家のサ

ービスの 代用とすべきものではない。 

🄫IFRS財団 2025 

不許複製・禁無断転載：複製及び使用の権利は厳しく制限されている。詳細については当財団の

permissions@ifrs.org に連絡されたい。  

ISSB の公表物のコピーは、customerservices@ifrs.org への電子メール又は当財団のショップ

https://shop.ifrs.org への訪問により、当財団から注文することができる。 

本書に含まれる公開草案の日本語訳は、IFRS 財団が指名したレビュー委員会の承認は受けていな

い。日本語訳は IFRS財団の著作物である。 

 

IFRS 財団は世界中で登録された商標を有しており、その中には、‘FSA®’、Hexagon Device®ロ

ゴ、‘IAS®’、‘IASB®’、‘IFRIC®’、‘IFRS®’、IFRS®ロゴ、‘IFRS for SMEs®’、‘ISSB®’、

‘InternationalAccounting Standards®’、‘International Financial Reporting Standards®’、

‘International Financial Reporting Standards Foundation®’、‘IFRS Foundation®’、‘NIIF®’、

‘SASB®’、‘SIC®’、‘SICS®’及び‘Sustainable Industry Classification System®’がある。IFRS 

財団の商標についてのより詳細な情報は、要求に応じて IFRS財団から入手可能である。 

当財団は米国デラウェア州の一般会社法に基づく非営利法人であり、イングランド及びウェール

ズで海外会社（会社番号：FC023235）として活動し、主たる事務所を Columbus Building, 7 

Westferry Circus, Canary Wharf, London, E14 4HD に置いている。
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「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンス」の修正案に関する結論の根拠 

本「結論の根拠」は、公開草案「『 IFRS S2 号の適用に関する産業別ガイダンス』の修正」（2025 年 7 月公

表）に付随するものであるが、その一部ではない。 

背景 

 

BC1 IFRS S2号「気候関連開示」は、企業が IFRS S2号における開示要求を満たすことを支援するた

め、「IFRS S2 号の適用に関する産業別ガイダンス」（IFRS S2 号の産業別ガイダンス）を参照し

ている。このガイダンスは、追加的な要求事項を設けるものではない。具体的には、IFRS S2 号

の産業別ガイダンスは、ある産業における、特定のビジネス・モデル、活動又は産業への参加を

特徴づけるその他の共通の特徴に関連する気候関連のリスク及び機会に関する情報を識別及び開

示をする方法を提案している。企業は、ガイダンスを適用する必要はない。しかし、IFRS S2 号

を適用するにあたって、企業は、IFRS S2号第 12項及び第 32項に従って、産業別ガイダンスで

示された情報の適用可能性を参照し、考慮することが要求される。 

BC2 IFRS S2号の産業別ガイダンスは、「SASBスタンダード」から派生したものである。国際サステ

ナビリティ基準審議会（ISSB）は、2 つの資料間の整合性を維持するために、IFRS S2 号を公表

する際に「SASB スタンダード」の気候関連の内容を修正した。したがって IFRS S2 号の産業別

ガイダンスは、「SASBスタンダード」の気候関連の内容とほぼ同一である1。 

BC3 2024から 2026年の作業計画の一環として、ISSBは、IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情

報の開示に関する全般的要求事項」及び IFRS S2 号を適用する企業に対して適時の支援をするた

めに、「SASB スタンダード」を向上させる。ISSB は、気候関連の内容の向上を考慮することを

含め、「SASBスタンダード」を向上させる包括的なアプローチを採っている。 

BC4 ISSBは、2024年 7月の ISSB会議において「SASBスタンダード」を向上させるプロジェクトを

承認した。2024年 12月及び 2025年 3月の ISSB会議において、ISSBは、潜在的な向上に関す

る予備的なフィードバック、「SASB スタンダード」の修正案の公開草案を開発するアプローチ、

及び「SASB スタンダード」の気候関連の内容と IFRS S2 号の産業別ガイダンスとの間の整合性

を維持することの便益について議論した。2025年 6月の ISSB会議において、ISSBは次のことを

決定した。 

(a) SASB公開草案を承認する。 

(b) 「SASBスタンダード」を修正するにあたって、IFRS S2号の産業別ガイダンス対して結果的

修正を行い、これらの資料の整合性を維持することを提案する。 

BC5 SASB 公開草案は、ISSB が優先して包括的な見直しを行うことにした 9 つの「SASB スタンダー
ド」（優先産業）の修正案を示している2。 

(a) 「石炭事業」 

(b) 「工事用資材」 

(c) 「鉄鋼製造業者」 

 

1「SASBスタンダード」における気候関連の内容は、「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンス」と同一である

が、「SASBスタンダード」には、ファイナンスド・エミッションのトピック（IFRS S2号の「付録 B」における適用

ガイダンスに含まれている。）も含まれている。 

2 ISSBは、「SASBスタンダード」の向上に関するプロジェクトの第一段階において、合計 12の「SASBスタンダード」を

優先順位が高いものとした。ISSBは、2025年末までに、優先順位が高い残りの 3つの「SASBスタンダード」について、

修正案の公開草案を公表することを見込んでいる。 
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(d) 「金属及び鉱業」 

(e) 「石油及びガス―探査及び生産」 

(f) 「石油及びガス―中流」 

(g) 「石油及びガス―精製及びマーケティング」 

(h) 「石油及びガス―サービス」 

(i) 「加工食品」 

BC6 SASB公開草案はまた、適切である場合には、異なる「SASBスタンダード」における同じトピッ

クについて一貫した開示を維持するために、他の 41 の「SASB スタンダード」に対して「的を絞

った修正」を提案している。的を絞った修正案は、他の「SASB スタンダード」で頻出している

指標に影響を与える 9つの優先産業への修正案がもたらしたものである。 

 

「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンス」の修正案 

 

結果的修正の提案 

BC7 77のうち 68の「SASBスタンダード」は、同じ産業名が付されている、対応する IFRS S2号の

産業別ガイダンスの巻を有している。これらのガイダンスの巻には、「SASB スタンダード」のう

ち ISSBが気候に関連すると判断したトピック及び指標が含まれている。開示トピックのタイトル

及びトピック・サマリー、指標のタイトル及び指標コード、並びに気候関連の内容の詳細な「技

術的プロトコル」は、現在、「SASBスタンダード」と IFRS S2号産業別ガイダンスで同一である。 

BC8 公開草案「『 IFRS S2 号の適用に関する産業別ガイダンス』の修正案」（『「公開草案」）において、

ISSBは、IFRS S2号の産業別ガイダンスと「SASBスタンダード」の気候関連の内容との間の整

合性を維持するために、「SASB スタンダード」の気候関連の内容を修正するにあたって、IFRS 

S2 号の産業別ガイダンスに結果的修正を行うことを提案している。本公開草案の修正案（SASB

公開草案の提案から生じるもの）は、46産業（すなわち、9の優先産業及び 37の追加的な産業に

関連する産業別ガイダンスの巻）の開示トピック及び指標に影響を与えることになる。優先産業

における気候関連の内容は包括的に見直されている一方で、追加の 37 巻の的を絞った修正は次に

関する開示トピックに焦点を当てている。 

(a) 温室効果ガス排出量 

(b) エネルギー管理 

(c) 水管理 

BC9 本公開草案の「付録A」は、IFRS S2号の産業別ガイダンスにおける指標のうち、SASB公開草案

の修正案により影響を受けるものの完全なリストを含んでいる。これらの指標は、SASB 公開草

案の指標コードに対応する指標コードが示されている。 

BC10 本公開草案は、結果的修正の提案を行うかどうかに焦点を当てている。SASB 公開草案は、

「SASB スタンダード」を向上させるプロジェクトの一環として、ISSB が提案する産業の説明、

トピック及び関連する指標に対する具体的な修正を示している。 

IFRS S2号の産業別ガイダンスを更新する便益 

BC11 ISSBは、IFRS S2号を公表する際に、2つの資料間の整合性を維持するため、「SASBスタンダ
ード」の気候関連の内容に対して結果的修正を行った。ISSBがこの決定を行った根拠は、次のと
おりである。 



2025年 7月 

 

6 

© IFRS Foundation 

(a) 「SASBスタンダード」と IFRS S2号の産業別ガイダンスにおいて、同じ指標に複数のバージ

ョンが存在することは、サステナビリティ開示の概観を簡素化するという ISSB の目的に反し

ており、混乱を生じさせる可能性がある。 

(b) 不整合は作成者に対してコストの増加を生じさせている可能性がある。例えば、「IFRSサステ

ナビリティ開示基準」の適用に備えて「SASB スタンダード」を導入している企業は、これら

に差異がある場合、気候関連の移行に際して開示の変更が必要になる可能性がある。 

(c) 「SASBスタンダード」を単独で使用する作成者の気候関連開示と、IFRS S2号を適用する作

成者の気候関連開示との間の比較可能性の欠如により、不整合が開示の利用者にネガティブな

影響を与える可能性がある。 

BC12 ISSBは、「SASBスタンダード」を向上させるプロジェクトの範囲を決定する際に、潜在的な向
上を評価する全体的なアプローチを採ることを決定した。調査を実施し利害関係者と対話する中
で、ISSBは、「SASBスタンダード」の開示トピック及び指標を向上させる機会を見出した。 

(a) 「SASB スタンダード」を更新し、企業が自社の産業において直面するサステナビリティ関連

のリスク及び機会の進化を反映させる。 

(b) 投資家に対する開示の意思決定の有用性、及び作成者に対する費用対効果を向上させる。 

(c) 国際的な適用可能性を向上させる。 

(d) 「SASBスタンダード」の内容並びに IFRS S1号及び IFRS S2号との間のつながりを向上さ

せる（例えば、IFRS S2号の要求事項と重複するが同一ではない詳細なガイダンスを削除し、

IFRS S2号への相互参照に置き換える。）。 

(e) 他のサステナビリティ関連の基準及びフレームワークとの相互運用性及び整合性を向上させる。 

BC13 多くの作成者は IFRS S2号を適用する過程にあり、したがって、IFRS S2号の産業別ガイダンス
を参照し考慮しているため、ISSBは、いかなる修正の便益も、作成者に対する潜在的なコスト及
び混乱に対して評価されるべきであることに留意した。ISSBは、「SASBスタンダード」と IFRS 
S2号の産業別ガイダンスとの間の整合性を維持することに加え、潜在的なコスト又は混乱を上回
る結果的修正を追求する他の便益があると判断した。例えば、次のものがある。 

(a) IFRS S2号の産業別ガイダンスの向上は、IFRS S2号の導入及び適用を支援することになる。 

(b) IFRS S2号の産業別ガイダンスの向上の多くは、IFRS S2号へのつながりの強化に関わるもの

であり、これは多くの便益をもたらす可能性がある。この便益には、これらの資料の間のつな

がりの明瞭性の改善、ガイダンスを作成者に対してより費用対効果の高いものにすること、及

び利用者に対する高品質な情報の提供の支援がある。 

BC14 ISSBはまた、本修正の発効日を設定することにより、IFRS S2号を現在適用している企業が
IFRS S2号の産業別ガイダンスの未修正のバージョンをその日まで引き続き使用できるように
し、混乱のリスクを軽減させることができることに留意した。これにより、IFRS S2号を適用し
ている企業や、ISSB基準を導入又はその他の方法で使用している法域に対して、混乱のリスクを
軽減させることができる。 

 

発効日 

 

BC15 ISSBは、発効日を修正の公表後 12か月から 18か月の間に設定したうえで、早期適用を容認する
ことを提案している。これは次の理由による。 

(a) ISSB は、SASB 公開草案における「SASB スタンダード」の修正案と同じ発効日を提案して

いる。また ISSBは、IFRS S2号の産業別ガイダンスの修正案の発効日は、気候関連の内容に

おける整合性を長期にわたって確実にするために、「SASB スタンダード」の修正と同一であ

るべきという見解を有している。 
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(b) 多くの作成者は、すでに IFRS S2号の産業別ガイダンスを適用しているか、または IFRS S2

号の適用の一環として IFRS S2 号の産業別ガイダンスの適用の過程にあり、ガイダンスの変

更に備える時間が必要である。本修正が最終化後に発効するまで 12 か月から 18 か月の期間

を容認することで、作成者は修正前のガイダンスを使用して IFRS S2 号の適用を継続するこ

とが可能となり、混乱のリスクを軽減することができる。 

(c) 優先産業に対する修正案は広範に及ぶため、作成者は内部統制及びプロセスを調整する時間

が必要になる可能性がある。 

(d) IFRS S2 号の産業別ガイダンスを参照する法域（IFRS S2 号の産業別ガイダンスの翻訳版を

参照する法域を含む。）は、修正により自国の法域で必要となる変更を行う時間が必要である。 

(e) 早期適用の選択肢により、作成者は修正された IFRS S2 号の産業別ガイダンスを公表時から

使用することが認められることになり、情報の作成者及び利用者は、本ガイダンスの向上か

ら便益を得ることができる。 

BC16 ISSBは、提案された発効日に対するフィードバックを含む、修正案に関して寄せられたフィード
バックを検討後、修正の発効日を決定する予定である。 

 

今後の予定 

 

BC17 IFRS S2号の産業別ガイダンスの修正は、本公開草案に関して寄せられたコメントにより情報を
得ることになる。 
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